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要 旨 
 
21 世紀の世界諸国にとって、科学技術系の人材を育成することは、重大な
課題の一つである。日本は高等教育、とりわけ高等職業教育の領域で急速な発
展を遂げ、目覚ましい業績をあげ、これが戦後日本の経済発展に大きな役割を
果たしたことは、しばしば指摘されている。21 世紀の大国を目指す中国は、
このような科学技術系の人材を育成するにあたり、日本から、その経験を学ば
なければならないと考えられる。 
本論文は、日本高等職業教育、とりわけ高等専門学校を中心に、いくつかの
学校を取り上げ、それぞれの沿革、教育理念、人材育成の目標、カリキュラム
編成などを考察する。最後に、中国にどのような経験や教訓をもたらすかをも
明らかにする。 
まず最初に、本論の研究背景、先行研究、研究目的、研究の意義及びその方
法を述べる。そして第一章では、高等専門学校の定義と発足、沿革を紹介する。
第二章においては、旭川工業高等専門学校、東京工業高等専門学校、近畿大学
工業高等専門学校、三つの例を取り上げ、日本高等専門学校の事情を考察する。
第三章においては、国立高等専門学校の独立行政法人化、高等専門学校の教育
理念、課程設置、JABEE の取得、地域連携、就職状況などをめぐって、学生
の実践力、創造力の育成、さらに地域連携に関して、日本の高等専門学校の独
自性を探求してみたい。それと同時に、高等専門学校の入学率、学生の能力、
進学率など高等専門学校の諸問題をも解明することにする。第四章においては、
日本高等専門学校の経験や教訓を、中国の今勃発している高等職業教育は、如
何にしてそれを汲み取り、あるいは生かすべきかを探ってみる。そして最後の
章で、本論の考察を纏めた上で、これからの中国高等職業教育の改革の道を探
求することにする。 
 
キーワード：日本；高等専門学校；中国高等職業教育 
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摘  要 
 
   就 21 世纪的世界各国而言，培养科学技术人才乃是最为重要课题之一。正
如众多学者所指出，日本在高等教育、特别是高等职业教育方面取得了快速的发
展、显著的成就，为战后日本的经济发展做出了巨大的贡献。我认为，中国以
21 世纪的世界大国为目标，因而需要在这样的培养科学技术人才领域借鉴日本
的成功经验。 
本论以日本高等职业教育、尤其是日本高等专门学校为中心，通过攫取数个
专门学校为案例，考察高等专门学校的沿革、教育理念、人才培养目标、课程体
系，尝试明确这一机制给予中国以什么样的经验或者教训。 
首先，本论的前言部分主要阐述了本研究的研究背景、前期研究、研究目的、
意义以及研究方法等。第一章介绍了高等专门学校的定义、发展与历史沿革。第
二章则是列举旭川工业高等专门学校、东京工业高等专门学校、近畿大学工业高
等专门学校等三所学校为实例，就日本高等专门学校的概况进行考察。第三章，
一方面围绕国立高等专门学校的独立行政法人化、高等专门学校的教育理念、课
程设置、JABEE 认定状况、产学研合作、就业状况等方面展开剖析，提示出高
等专门学校重视学生实践能力、创造能力的培养、注重产学研合作的基本特色；
一方面则是就高等专门学校的入学率、学生能力的获得、转入更高层次学校的比
率等问题予以阐释。第四章，则是聚焦日本高等专门学校的经验与教训，探讨如
今蓬勃发展的中国高等职业教育如何吸取教训、发扬经验的问题。最后的结论部
分，则是概括整篇考察，并以此为基础来探讨中国高等职业教育的改革之路。 
 
关键词：日本；高等专门学校；中国高等职业教育 
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はじめに 
 
一、研究の背景 
「科学技術が第一の生産力である」というスローガンを掲げた中国は、21
世紀以来、大きな発展を遂げた。それと同時に、科学技術系人材の世界流出、
高等教育の持続的改革、経済発展の鈍化といった諸問題に直面している。その
なかで、人材を育成する基本的な地盤として、高等教育という分野は、国家か
らも社会からも関心や注目を浴びてきた。近年、中国は積極的に教育改革を推
進しつつあるが、様々な問題が絶えず起こっている。 
中国の隣国である日本は戦後、急速に発展しつつ、一躍して世界の経済強国
となった。なぜ日本がすぐに躍進を遂げたかというと、日本が教育の発展を重
視し、教育改革を行ったことが、その最も根本的な理由の一つである。たしか
に、戦後の日本は、弛まず努力し、教育の分野、とりわけ高等教育という分野
で素晴らしい業績を上げた。今の日本においては、大学院、四年制大学、短期
大学、高等専門学校、専門学校というような高等教育機構が設立されている。
特に、短期大学、高等専門学校、専門学校は、学生の実践能力を重視し、戦後
日本の企業や会社に大量な人材を提供し、日本の急速な発展に大きな役割を果
たしている。 
中国の地方の一高等職業教育学校で働いている筆者であるが、長い間、カリ
キュラム編成、卒業儀式の管理、単位管理の仕事などにかかわっている。日本
においては、短期大学と専門学校の大部分は、私立学校であるが、高等専門学
校は、ほとんど公立である。中国の高等職業教育学校もほとんど公立である。
さらに、2013 年以来、多くの高等職業教育学校は「五年一貫制」の学生を募
集し始めた。これは通称「五年専」と呼ばれている。本論では、日本の高等専
門学校を対象として、いくつかの専門学校を中心に考察を行うことにする。 
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二、先行研究 
 
高等専門学校に関する研究といえば、まだまだ少ないと言わざるを得ない。
中国においては、高等専門学校がいわゆる「高等職業教育」に付属しているが、
「高等職業教育」を対象とする研究が少なくないが、「高等専門学校」に関す
る研究はわずかである。 
まず、中国人の先行研究として、次のいくつかを取り上げたい。王暁穎氏は、
「21 世記以来日本高等専門学校発展探析」(2012 年)という論文において、日
本高等専門学校の現状を分析し、高等専門学校の諸問題を指摘しながら、解明
の手がかりを提供している。その結論として、地域産業との連携、学生の英語
能力の強化、学生の勉強力の育成、さらに、学生素質の全面的な向上を重視す
ることは、これから高等専門学校が改革を推し進める上で重要である、と王暁
穎氏は指摘している。許雲氏は「日本高等専門学校研究」(2004年)において、
仙台電波工業高等専門学校、金沢工業高等専門学校、鹿児島工業専門学校とい
う三つの学校を対象として考察し、「能力が根本である」という教育の趣旨を
指摘しながら、地域連携という高等専門学校の独自な性格をも指摘している。
劉娜氏は、「日本高等職業教育培養モテル研究――日本岐阜工業高等専門学校
を例として」(2008 年)において、岐阜工業高等専門学校の教育課程編成、教
育方式、教職員の配置、第三方評価、就職の指導などの面から着手し、高等専
門学校がなぜ成功したかを明らかにした。 
次に、日本人の先行研究として、荒木光彦は『日本高等専門学校――支撑技
術立国的卒業生們』(2014 年)という著作において，各分野で活発している高
専の優秀な卒業生を取り上げ、高等専門学校の社会的評価、その魅力や特色を
紹介し、さらに、その未来をも展望した。それから、久世俊郎、金津綾美、山
本剛志、千葉寛子、横井敏郎、島田麻美は、『高等専門学校の現状と課題――
苫小牧高専を事例とする調査報告』(2001 年)において、高等専門学校の諸問
題を指摘している。大雑把に言えば、卒業生の進学傾向、研究重視の風潮、卒
業生の学力の問題を挙げながら、今後の改革の基本的な方針は、高等専門教育
の特色の発揮、カリキュラム改革の重視、学校と地元企業との協力関係を構築
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することにあると指摘している。それと同時に、渡部順一は「高専における産
学官連携と知的財産権の現状と課題――東北７高専を事例として」(2003 年)
において、産学官連携の現状と知的財産権に触れ、高等専門教育を利用して地
域の課題を解決することは確かに難しいが、高等専門学校がともに協力し合い、
補完し合い、難題の解決を図ることが最も重要であると指摘している。久世俊
郎は「高専教育における専攻科設置の意義とその可能性――旭川高等専門学校
専攻科を事例として」(2002 年)において専攻科の設置による高等専門学校の
変化ないしはその可能性をめぐって論述した。氏によると、専攻科の設置は高
等専門学校の発展に役立つに違いないが、専攻科定員の増加という課題を早急
に解決すべきであるとも指摘している。 
 
三、研究の目的と方法、章立て 
 
すでに述べたように、日本の高等教育は戦後以来、日本経済の発展に際し、
多くの人材を提供し、日本という経済大国の形成に著しい役割を果たしている。
中国の高等教育、とりわけ高等職業教育は、このような成功の経験を学ぶべき
である。21 世紀以来、日本の高等専門学校は、少子化をはじめとする様々な
社会問題で、学生数が減少し、卒業生の進学意識が強化する一方、就職率が下
がり、多くの問題が現れてきた。にもかかわらず、全体的に言えば、日本は世
界有数の成功例として今なお重大な影響力を持っている。それと比べると、中
国の今の高等教育、とりわけ高等職業教育は、大学の管理の方法、管理の質量
から、教員組織の建設、専攻の建設、地域連携まで、無視してはならない問題
がたくさんある。それゆえ、日本高等専門学校の考察や研究を通じ、日本の経
験を参照し、中国の高等職業教育の発展や向上のために、微力を尽くしたい。 
それを踏まえて、本論では、今までの先行研究を参考にしながら、旭川工業
高等専門学校、東京工業高等専門学校、近畿大学工業高等専門学校という三つ
の学校を中心に、それぞれの沿革、教育理念、人材育成の目標、カリキュラム
編成などを考察し、中国にどのような経験や教訓をもたらすかを明らかにする。
まず最初に、本論の研究背景、先行研究、研究目的、研究の意義及びその方法
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を述べる。第一章においては、高等専門学校の定義と発足、沿革を紹介する。
第二章においては、旭川工業高等専門学校、東京工業高等専門学校、近畿大学
工業高等専門学校という三つの例を取り上げ、日本高等専門学校の事情を考察
する。第三章においては、国立高等専門学校の独立行政法人化、高等専門学校
の教育理念、課程設置、JABEE の取得、地域連携、就職状況などをめぐって、
学生の実践力、創造力の育成、さらに地域連携に関する日本の高等専門学校の
独自性を探求してみたい。それと同時に、高等専門学校の入学率、学生の能力、
進学率から着手し、高等専門学校の諸問題をも解明することにする。第四章に
おいては、日本高等専門学校の経験や教訓を、現在中国において実施されてい
る高等職業教育は、如何にしてそれを汲み取り、あるいは生かすべきかを探っ
てみる。そして最後に本論の考察を纏めた上で、これから中国高等職業教育の
改革の道を探求することにする。 
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第一章高等専門学校とは何か 
 
第一節 高等専門学校の定義 
 
高等専門学校とは何か、まず、その定義から考察を始めよう。これに関して
は、次のように定義されている。 
 
専門職業教育を施す学校。工業または商船に関する学科をおき 1962 年か
ら開設。中学校卒業後５年また５年６ヶ月。高専。① 
  
高専は中学校卒業者を入学対象としており、高等学校の卒業生は高専の第四
年へ編入することもできる。その目的は「深く専門の学芸を教授し、職業に必
要な能力を育成する」②である。高専は実験、実習を重視し、一般科目と専門
科目をくさび形に配当して中堅型技術者を育成する五年一貫制の高等教育機
関である。専門科目は主に工学∙技術系に関する科目である。高専の卒業生は
「準学士」の称号が授与できる。現在の高専は本科のほかに、ほとんど専攻科
を設置している。卒業生は就職以外にも、専攻科へ進学することができ、大学
と技術科学大学へ編入することもできる。近年、求人難、学生の高学歴志向な
どの理由から、就職する卒業生は以前と比べて少なくなり、専攻科への進学と
大学への編入学を選択する人が多くなっている。専攻科へ進学する卒業生は、
２年の課程を修了した後、大学評価∙学位授与機構の審査を経て、学士の学位
を授与される。そして、専攻科の卒業生は大学の卒業生と同様、大学院に進学
することができる。 
 ところが、この高等専門学校とともに、日本においては、専門学校という制
度が設置されている。ただし、高等専門学校と異なり、専門学校は「専修学校
のうち、高校卒業以上の者を対象に、高度の専門教育を行う学校」③。専門学
                                                        
①『広辞苑』第五版.岩波書店.電子版. 
②文部科学省.高等専門学校の現状について[J]. 高等専門学校の充実に関する調査研究協力者会議，2015
年 5 月. 
③『新明解国語辞書』第五版.三省堂.電子版. 
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校も高等教育機関であるが、高等専門学校と違って、高校卒業生を入学対象と
する。修業年限は一般的に 2 年で、1 年と 3 年の場合もある。専門学校の程度
は短期大学と同じである。 
 中国の『教育大辞典』によると、いわゆる高等職業技術教育は、「第三級の教
育レベルの職業技術教育で、就職前の職業技術教育と就職後の再教育が含まれ
る。例えば、アメリカの技術学院と地域大学（community college）の一部分の
教育計画、日本の高等専門学校、短期大学の一部分の教育計画と専門学校の専
門課程、フランスの大学技術学院、高級技術員のクラス、中国早期の高等実学
堂、専門学校、専科学校など各国の成人高等学校によって一部分の教育計画を
提供された教育」①である。このような定義に従えば、日本の高等専門学校は、
まさに中国の高等職業技術教育のレベルに相当するように思われる。 
20 世紀初期の中国において、「専門学校」という学校は、存在していた。1913
年から、高等実業学校を専門学校と改名した。したがって、歴史が長い一部の
大学は、最初は専門学校と呼ばれていた。例えば、中央美術学院は 1925 年ま
でに、「北京芸術専門学校」と呼ばれていた。1926 年に成立した湖南大学は実
は、湖南工業専門学校、商業専門学校、法政専門学校という三つの専門学校を
合併した大学である。現在、中国においては、いわゆる専門学校はほとんどな
いが、高等専門学校の性質と同じような学校が残されている。それは、各高等
職業教育学校の「五年専」である。五年専は、中学校卒業生を入学対象として、
最初の二年間、高等学校の一般課程と大学の専門課程とを同時に実施し、後の
三年間は専門教育を実施する。卒業生は、三年制の専科卒業生と同等な地位で
ある。 
 
第二節 高等専門学校の発足 
 
よく知られているように、戦後の 1947 年、連合国軍の占領統治の下にある
                                                        
①顧明遠.『教育大辞典』ネット版[K].上海教育出版社.1991.筆者訳、原文：属于第三級層次的職業教育
和技術教育、包括就業前的職業技術教育和従業後的有関継続教育。如美国技術学院和社区学院的部分教
育計画、日本高等専門学校、短期大学部分教学計画及専修学校の専門課程。法国的大学技術学院、高級
技術員班、中国的早期高等実業学堂、専門学校、専科学校等、以及各国成人高等学校部分教育計画等所
提供的教育。 
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日本は、『教育基本法』と『学校教育法』を公布し、6-3-3-4 制の単線型学校
体系を施行している。6-3-3-4 制は、小学校 6 年、中学校 3 年、高等学校 3 年、
大学 4 年という制度である。『教育基本法』と『学校教育法』の施行に伴い、
戦後日本の教育は大きな発展を遂げている。1951 年、『日本国との平和条約』
が署名された。この条約によって、日本と連合国との間の戦争が終わった。日
本の主権、日本国民の主権が回復すると同時に、日本の教育が独立し、国民教
育の意識が目覚めている。1951 年、日本は『産業教育振興法』を制定した。『産
業教育振興法』を設立する目的は、日本経済の発展と国民生活のレベルの向上
であることに鑑み、産業教育を通じて有為な国民を育成し、産業教育の振興に
取り組むことである。『産業教育振興法』は日本教育の発展を大いに推進した。 
1952 年、1954 年、日本経営者団体連盟は二度と、新教育制度の検討に関す
る要望を提出した。1956 年、日本経営者団体連盟は、『新時代の要請に対応す
る技術教育に関する意見』を提出した。『意見』には日本経営者団体連盟は、
「今後 5 年ないし 10 年間における国内経済の拡大、東南アジア開発および科
学技術の高度化の要請に対応するため、技術者、技能者の育成する専門大学の
設置が必要であった。理工系学生の増員、工業高校の充実について、年次目標
を設定するとともに所要の経費を計上して速やかに計画の実現を図ることが
緊要である。そして、産業界においては、戦前旧制工業専門学校の供給してい
た中級技術者は今日の産業界においてもその必要を痛感しているが、現在二年
制の短期大学では到底この要求を満足し得ない。よって二年制の短期大学を高
校と結びつけ五年制の専門大学を設けその積極的拡充を図って、高校と大学と
の 1 間の教育の重複非能率を是正するとともに実習、専門学科の充実を図り、
産業界の要請に即応すべきである。」①を提唱した。そして、工科系大学の学外
実習の重要性を強調した。 
このような外部からの要求に応え、1956 年、文部省は『学校教育法』の規
定に基づき、『大学設置基準』を施行した。『大学設置基準』は、大学の設置の
最低の標準を規定、日本の教育にとって重大な意義があった。1958 年、『専科
大学法案』が制定され、第 28 国会に提出した。しかし、短期大学側の利益と
                                                        
①【高専誕生前夜】産業界の文書 3『新時代の要請に対応する技術教育に関する意見』６
http://independent.at.webry.info/200612/article_16.html.2016 年 12 月 19 日 
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